
カテゴリー タイトル 大学名 氏名
質保証 熟議を促す対面と熟慮を促すオンラインで問題発見・課題解決を訓練する場の提供 早稲田大学 田中　愛治
質保証 日本の大学教育を変えるには、リベラルアーツとオープン化 日本学術振興会 安西　祐一郎

質保証 学びの自由度、国際通用性が求められる場としての遠隔海外連携授業 上智大学 曄道　佳明
質保証 対面とオンラインによる大学教育の展開、DX時代のリカレント教育 慶應義塾大学 井上　雅裕
質保証 日本の強みをデジタルでつなぐ人財教育 デロイト トーマツグループ 松江　英夫
DX化 医療教育におけるDXを目指した早期体験学習オンライン成果報告会の実践と普及 北海道医療大学 二瓶　裕之
DX化 グローバルフェローの導入 東京大学 八木橋　麻美

DX化 医療系大学における学生参加型AI開発による学修者本位の教育の実現 北海道医療大学 二瓶　裕之
DX化 企業の学修プラットフォームを活用したDX人材育成教育 東洋大学 腰山　雅基
DX化 金沢工業大学におけるDXの取組みと学生の学びに応じた教育の試み 金沢工業大学 山本　知仁
DX化 統合プラットフォーム構築とAI-ティーチングアシスタントの導入による学修者本位の教育の実現 追手門学院大学 安藤　章二、元木　伸宏

DX化 学修システム・学修情報・学修成果のDX化によるエビデンスベースの教学マネジメントの取組みと課題 芝浦工業大学 角田　和巳
DX化 DX化によるシームレスな学習環境の構築と個別最適化の教育支援に向けた取組み 関西大学 岡田　忠克
大学地域連携 オンライン大学間連携（東海大学、近畿大学、帝京大学）による学びの質向上への取組み 東海大学 中嶋　卓雄
大学地域連携 東京外国語大学、弘前大学、宇都宮大学、長崎大学によるオンライン多文化共生教育 東京外国語大学 青山　　亨
オンライン授業 パターン・ランゲージを活用したオンラインコラボレーションスキル向上の取り組み 産業能率大学 古賀　暁彦
オンライン授業 オンラインテストを利用した繰り返し再試有り型の単元別通過型授業内外テスト 専修大学 小川　　健
オンライン授業 コロナ禍オンライン授業で学生はいかに学び合ったか　メーリングリストの可能性への一考察ー 和光大学 岩本　陽児
オンライン授業 オンライン授業の高度な活用による大規模授業の革新、学びの深化、学生の満足度の向上 東京福祉大学 杉山　　章
オンライン授業 社会科学系学部でのオンライン授業の課題 専修大学 高橋　義仁
オンライン授業 ハイブリッド授業における反転授業の実践と効果 関西学院大学 木本　圭一
オンライン授業 ピアノ個人レッスンにおけるICT利用による効果的な指導と自主的な学習への導き 兵庫大学短期大学部 田中　敬子
オンライン授業 コロナウィルスの影響に伴う土木工学科水理学の教育について 日本大学 安田　陽一
オンライン授業 理工系オンライン授業のためのマルチメディア教材作成システムの開発 日本大学 駒田　智彦
オンライン授業 オンデマンド教育における体験的学習をもたらすシミュレータ教材の効果について 千葉工業大学 須田　宇宙
オンライン授業 工学英語授業の複合的オンライン化による学修成果の伸長促進 大阪工業大学 椋平　　淳
オンライン授業 給食経営管理実習におけるVirtual場面を用いたオンライン授業の開発と効果 日本女子大学 松月　弘恵
オンライン授業 Teamsを活用した遠隔授業による不自由さ軽減及び講義効率化への取り組み 東海大学 土屋　秀和
オンライン授業 透明蛍光黒板（ライトボード）を使った遠隔授業の改善 明治大学 登尾　浩助
オンライン授業 オンラインによるチーム医療人養成のための学部横断型初年次コミュニケーション教育 藤田医科大学 米本　倉基
オンライン授業 系統的な初年次ライティング教育による表現力を育むブレンデッド教育の実践 工学院大学 ニ上　武生
オンライン授業 オンライン授業におけるミーティングツールを活用した協調学修の促進 武蔵野大学 中村　太戯留

オンライン授業 大人数zoomクラスにおける心理的・技術的サポートの工夫：弱さを活かす！ 相模女子大学 尾崎　真奈美

オンライン授業 遠隔授業における大学初年次のプレゼンテーション活動の実践例 山口東京理科大学 亀田　真澄
オンライン授業 ハイフレックス型による体育実技「バスケットボール」の有効性 流通経済大学 小谷　　究
オンライン授業 ハイブリッド授業を通じたPBL型協働学修における協働力・批判的思考力の効果測定 九州女子大学 村上　太郎
オンライン授業 対面とオンラインによる大学教育の展開、DX時代のリカレント教育 慶應義塾大学 井上　雅裕
オンライン授業 対面・オンラインの同時双方向ハイフレックス型授業運用に向けた支援 大阪教育大学 尾崎　拓郎
オンライン授業 PC演習におけるオンライン授業の調査報告－テキストデータ分析結果から－ 関西学院大学 岩田　一男
オンライン授業 遠隔授業開始2年目の取り組み～遠隔授業は最低か？～ 豊橋創造大学短期大学部 伊藤　圭一
オンライン授業 オンライン時代の大学満足度向上のための全学的取り組み 愛知文教大学 小林　正樹
オンライン授業 「時刻同時コメント」アプリを用いたリアルタイム型遠隔授業「双方向化」への取り組み 城西国際大学 中川　　晃
オンライン授業 FD活動の危機管理機能と戦略展開：コロナ禍での昭和女子大学の遠隔授業導入プロセス 昭和女子大学 緩利　　誠
オンライン授業 遠隔授業による被服構成学実習の実践報告－オンデマンド形式を中心として－ 武庫川女子大学 末弘　由佳理

オンライン授業 ハイフレックス型授業におけるアクティブラーニングのためのカメラ等システムの検討 東海大学 園田　由紀子

オンライン授業 学習者オートノミーを育むICT双方向授業活用と日本語教員養成 神戸女子大学 安原　順子
オンライン授業 AI技術を活用したＶＲ授業「Virtual Classroom」の実証実験 立教大学 内山　泰伸
オンライン授業 オンライン授業におけるグループワーク実施の試み 東海大学 日向寺　祥子

オンライン授業 教室授業での外部講師リモート登壇におけるICTサポートの成果と課題 帝京平成大学 庄司　一也
オンライン授業 遠隔ポスター発表システムの構築と活用 東京工科大学 戀津　　魁
アクティブラーニング 遠隔による国際協力実習－フィリピンの貧困地区の子どもたちと学ぶSDGs 拓殖大学 新田目　夏実
アクティブラーニング 模擬患者参加型遠隔授業の実践報告：研究のインフォームド・コンセントの演習 東邦大学 中田　亜希子
アクティブラーニング Zoom／miroを活用したアクティブラーニング授業 東海大学 白鳥　　裕
アクティブラーニング よりFLEXIBLEでSUPPORTIVEかつEFFECTIVEなCOIL型教育プログラムの提案 工学院大学 和田　朋子
PBL 下仁田町の活性化に資する新作パン創造のためのビジネスゲーム開発とその効果 高崎商科大学 前田　拓生
PBL ICTを活用した診療放射線技師教育における課題解決型学習の理解度と学習効果向上 藤田医科大学 安井　啓祐
PBL オンデマンド型授業の導入がPBLの学習成果に与えた影響：交差遅れモデルを用いて 山梨学院大学 石川　勝彦
PBL 授業支援システムを用いたドキュメンテーションによるPBL型協働学修の効果評定 九州女子大学 谷口　幹也
PBL コロナ禍における地域志向型PBLの授業デザインと学修成果 芝浦工業大学 澤田　英行
PBL 臨床検査技師教育における生化学系実習へのPBL導入による効果 藤田医科大学 石川　浩章
PBL オンラインによる東京女子医科大学PBLテュートリアル 東京女子医科大学 越野　一朗
TBL ICTを活用した医学教育における水平的統合型TBLの試み 近畿大学 丸谷　　怜
TBL 課題発見・問題解決指導において統計的なものの考え方を体得するための方策の提案 大東文化大学 浅野　美代子

事前事後学修 オンデマンド化を活かした学年を超えた予習・復習環境の構築 東京慈恵会医科大学 中原　直哉

公益社団法人 私立大学情報教育協会
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カテゴリー タイトル 大学名 氏名
事前事後学修 主体的学修を促すLMS上授業外課題の工夫と効果の検証 東海大学 結城　健太郎

反転授業 視聴学生リクエスト型反転授業による講義意義の向上 中京学院大学 由良　　亮
LMS LMSを積極的に活用したオンデマンド授業－動機づけと学習意欲の向上を目指して－ 流通経済大学 大久保　和宣

LMS 基礎化学実験における LMS を活用したハイブリッド授業の試み 明治大学 小池　裕也
LMS LMSを活用した一般教育科目の学修時間の確保 福岡大学 寺田　　貢
LMS 2020年度学内LMS・動画配信システム利用状況等に関する報告 追手門学院大学 岡野　圭一郎

LMS LMSを活用した授業の学習履歴と学習意欲および学習効果の分析 旭川大学 栗原　律子
授業実践 ICT活用によるキャンパス内での海外研修の再現と異文化理解の促進 日本福祉大学 祖父江 カースティ

授業実践 学生の主体的な活動による地域貢献及び教育的資質能力向上の取り組み 中央大学 安藤　秀朗
授業実践 日本古典文学領域におけるICT利用による授業改善と国際化 日本女子大学 福田　安典
授業実践 オフラインで利用できる軽量な講義視聴システムの開発 京都産業大学 荻原　剛志
授業実践 開示情報からの試験問題自動生成による公平性を担保した遠隔試験の実施方法 酪農学園大学 遠藤　大二
授業実践 体験型学習に ICT を導入した実践例における教育効果の検証 東北医科薬科大学 渡部　俊彦
授業実践 薬学部5年生のICT支援型国試対策における課題形態に対する選好 神戸学院大学 福留　　誠
授業実践 統計授業における”R"の活用とオンライングループ活動による相互評価の試み 金沢工業大学 西　　　誠
授業実践 学生自らの学び改善のためのワークショップ（導入科目） 東京都市大学 小林　志好
授業実践 大学生としての勉強・研究土台であるリサーチ・リテラシーを体得する授業改善取り組み 大東文化大学 浅野　美代子

授業実践 レポート作成・ICTスキル・課題発見解決の統合的リテラシーの開発 立命館大学 笹谷　康之
授業実践 バーチャル体験と看図アプローチを用いた手術後患者の観察の展開の試み 藤田医科大学 織田　千賀子

授業実践 コロナ禍の看護師国家試験対策におけるICTを用いた学習支援の検討 平成医療短期大学 臼田　成之
授業実践 ICTツールを活用した栄養士養成学修への肯定感向上のためのイベント型教育 中京学院大学 由良　　亮
情報教育 コロナ禍における初年次教育の情報環境整備に向けて 日本大学 谷口　郁生
語学教育 英語ライティング学習におけるソーシャル・ネットワーク的学習支援システムの活用 中央大学 飯尾　　淳
語学教育 テスト・学習の一体型中国語システムの構築 拓殖大学 永江　貴子
語学教育 上級英語コースにおける「気づき」という概念や批判的思考の一貫性に向けて 東京理科大学 ジェニングズ スティーブン

語学教育 機械翻訳から自分のことばへ－スピーチ作成ストラテジー修正支援の試み－ 鈴鹿大学 舟橋　宏代
情報教育 データ活用力育成に向けたモデル授業の推進 本協会情報教育研究委員会 委員会委員
情報教育 ビジュアル型プログラミング言語からテキスト型言語へのスムーズな移行を目指した取組 東北学院大学 松本　章代
データサイエンスAI 「NECアカデミー Online for AI」開講の紹介 日本電気株式会社 孝忠　大輔
データサイエンスAI JMOOC等3団体による「AI講座」制作の紹介 日本オープンオンライン教育推進協議会 大谷　紀子
データサイエンスAI 「AI活用人材育成プログラム バーチャルラーニング版」の紹介 関西学院大学 巳波　弘佳
データサイエンスAI 学生参加型AI開発を目指した「医療データサイエンス入門」の開講に向けた取り組み 北海道医療大学 西牧　可織
データサイエンスAI 私立文系総合短大におけるAI・データサイエンス教育の取組み 富山短期大学 春名　　亮
データサイエンスAI データサイエンス・AI教育の共通教育としての全学必修化の取り組み 武庫川女子大学 蓬田　健太郎

データサイエンスAI AI活用人材育成プログラム、バーチャルラーニングの学内外への提供 関西学院大学 巳波　弘佳
教育点検評価 学生の学修行動をLMSの動画視聴履歴から全学的に把握する試み 追手門学院大学 原田　　章
教育点検評価 学習成果の測定・評価と改善活動 大阪学院大学 白川　雄三
著作権 授業コンテンツの著作権処理と補償金の徴収・分配問題 神奈川大学 中村　壽宏
インターンシップ コロナ禍でのフルオンライン環境によるインターンシップの事前・事後指導と教育効果 帝京平成大学 庄司　一也
インターンシップ 企業・団体と連携したオンラインインターンシッププログラムの開発と受け入れ企業等の反応・展望 追手門学院大学 伊藤　文男
インターンシップ 職場体験実務型、課題解決プロジェクト型オンライン・インターンシップの取組みと学生の反応・展望 立教大学 阿部　通明

就活支援 学内オンライン就活応援講座による講話や実践対策等の取組みと学生の反応・展望 長崎大学 境　　宗徳

就活支援 進路・就職相談チャットボット、就活準備講座や各種セミナーを動画配信する取組みと学生の反応・展望 関西学院大学 那須　博樹

就活支援 4女子大による合同就活対策オンラインゼミの取組みと学生の反応・展望 東京女子大学 村石　隆造

リカレント教育 5大学連携でAIやロボット等情報技術のリカレント教育の状況と展望 北九州市立大学 中武　繁寿

キャリア教育 アクティブ・ラーニング型授業（CDP）をハイブリッド型授業で実施した実践報告 大妻女子大学 落合　千裕

キャリア教育 対話型キャリア教育イベントの対面・オンラインハイブリッド開催事例について 北海道科学大学短期大学部 亘理　　修

キャリア教育 情報活用に着目しジェネリックスキル向上を狙うキャリア教育とリフレクション分析 敬愛大学 彌島　康朗

セキュリティ 情報セキュリティ関連の最新動向 トレンドマイクロ株式会社 岩本　真人

セキュリティ 大学情報セキュリティベンチマークリストの結果報告と課題 東海大学 中嶋　卓雄

セキュリティ クラウドストレージによるセキュリティ強化の事例紹介～メール添付やファイル共有対策 金沢工業大学 髙島　伸治

セキュリティ ゼロトラストの実現に向けて 日本マイクロソフト株式会社 中田　寿穂

セキュリティ セキュリティ強化のネットワーク構築が気付いたらゼロトラストだった 同志社大学 山北　英司
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